
第４号議案 

令和８年度 運営方針及び事業計画 

 

現時点の当会員数は 628名となり、この 30年間で半減しました。また、20代の一級建築士

（所属建築士）は全体の約１％になり、若い世代の割合が低く、高齢化による退会者増もあ

り、この先も会員減少は避けられない状況です。それでも、社会の課題（地球温暖化、自然

災害、空き家化、人材不足）やニーズ（ストック活用、脱炭素社会、雇用・移住・定住増）

等に取り組むことが、次世代へ引き継ぐ、我々建築士の使命ではないでしょうか。 

 

これまで、会員皆さまと共に調査・研究・講習などを通じ、多くの知識を習得し、産官学

民が連携しいろんな活動（例；エリアマネジメント推進、木造と RCの比較検討、木造技術者

育成、雇用につながるインターンシップや学生ワークショップ、空き町家調査及び景観デザ

インコード作成、登録有形文化財答申、被災住宅の調査、木造ステージ設計コンペ等）を展

開してきましたので、培ってきたこれらの知識と経験、構築してきたネットワーク、発掘し

てきた地域資源等を活かし、できることから具体的に実践する段階にあると思います。 

 

そこで、今年度は、実践しやすい体制として、委員会の改変と新たな委員会を立ち上げま

したので、興味がある・魅力を感じる・仕事に活かせる等、入りたい委員会があれば、会員

だれもが、重複し制限なく入っていただき活動できるようになりました。また、支部では、

引き続き、持ち回りで、見学会やサロン的な交流の場を計画されていますので、所属支部に

関係なく積極的に参加いただき、楽しく交流していただければと願っています。 

 

最後に、今年度～来年度にかけ、大きなイベントが 2つあります。１つは、近畿建築祭奈

良大会が令和 8年 11月 28日（土）、桜井市の大神神社（三輪山会館）にて開催されます。 

飛鳥時代前の約 400年間、天皇家が国の平和を願い愛し住み続けた「ヤマト」を近畿の建築 

士に知っていただき、周辺の歴史や景観にふれながら交流していただきたいと思います。 

また、令和 9年 5月に予定されている全国植樹祭奈良大会では、平城京のお野立て所のコ

ンペに多くのメンバーに参加ご協力いただき感謝申し上げます。設置までストーリー性ある

取り組みを通じ、多くの県民に木材に関心を持っていただく良い機会になればと思います。 

引き続き、会員皆様方のご支援・ご協力のほどどうかよろしくお願いいたします。 

 

【重点施策】 

1. 地域貢献活動の推進 

2. 建築士会会員増強の推進 

3. 建築士の資質の維持向上及び業務環境の改善 

4. 建築士制度に係わる事業の推進 

5. 建築士会組織の見直し検討及び財政基盤の強化 

6. 建築関係 3団体をはじめ関係団体との連携・協力  

 



【事業内容】 

 

１． 地域貢献活動に係わる事業 

1. 歴史・景観まちづくり活動の推進 及び 空き家対策 

住まいまちづくり委員会を見直し（新）歴史・景観まちづくり委員会とし活動の強化 

空き家部会から（新）空き家まちづくり委員会とし活動強化 

1）歴史的建造物など地域を代表する建築をガイドできる建築士の育成 

2）官民による歴史的建造物の活用に向けた条例と手引書づくりに向けた継続的活動 

3）近畿建築祭の企画及び運営（活動報告、エクスカーションなど）を通じ啓発・交流 

4）ヘリテージマネージャーによる登録有形文化財答申に向けた調査・申請支援 

5）各市町村の空き家対策状況の情報共有及び空き家利活用の推進 

2. 公共建築及び非住宅の木造化推進 

（新）木のまちづくり委員会を新たに設置、県産材の利用推進を含めた活動の強化 

1） 木造技術者講習の実施（一般流通材を使った木造技術の推進） 

2） 県内外の木造建築に寄与する建築士及び関係技術者との交流及び連携 

3） 市町村に対する非住宅木造化推進へのアドバイス等支援体制づくりを目指す 

4） 全国植樹祭の木造お野立所において、県産材の活用を図りつつ、計画～設置～再利

用まで産官学連携で取組む 

3. 防災まちづくりの推進 

教育・事業委員会を改め、（改）教育・防災まちづくり委員会とし防災活動強化 

1）被災建築物応急危険度判定士参集連絡体制の整備 

2）士業連携による防災時前後の連携体制の構築 

3）官民連携による被災時の既存住宅など状況調査の支援 

4）歴史的建造物調査時のデーターベース化の推進 

5）災害時に協力関係にある隣接府県の建築士会との勉強会・意見交換の実施 

6）災害時に隣接府県のヘリテージマネージャーを有する団体との連携体制の検討 

4. まちづくり活動等地域に根ざした専門活動の支援 

1）学生有志団体と共に法隆寺における建築ワークショップへのアドバイス 

2）まちづくり会社等に参画し公民連携によるエリアマネジメント事業の推進 

 

２．建築士会会員増強及び広報に係わる事業 

1. 未入会建築士への入会促進 

2. 会員増強のための継続的運動の推進 

1）試験合格者・スチューデントメンバー制度の推進 

 （建築関連学校学生への建築士会活動への呼びかけ） 

2）関西圏の大学等を対象としたインターンシップの実施と関係構築 

3）賛助会員の会員メリットの創出 及び 会員増 

3．建築士会内外へのＰＲ活動 

1）建築士の日の見学会や講演会を通じ、建築士・学生・一般市民等に広くＰＲする 

２）新たな情報や貴重な情報を迅速に会員に提供するため、メール配信サービスを行う 



4．各支部の増強活動への協力・支援 

1）少数支部との連携体制の検討 

2）支部持ち回りで会員みんなが参加しやすいサロンの実施 

 

３． 建築士の資質の維持・向上に係わる事業 

1. 建築士の講習・研修の実施 

1）研修会、見学会の開催  

2）監理技術者講習の開催  

3）建築関係図書の発行 

2. 専門分野別建築士の養成 

3. 公共工事において、品確法に適したＣＰＤ制度が総合評価等に加点されるよう要望活

動を行う 

4. 専攻建築士制度の普及・推進 

5. 建築ＢＩＭの普及拡大による生産性向上に向けた検討 

 

４． 建築士制度に係わる事業 

1. 建築士試験の業務受託実施 

2. 建築士の登録閲覧事務 

  1) 一級建築士の登録閲覧等に関する業務（（公社）日本建築士会連合会受託業務） 

   2) 二級・木造建築士の登録閲覧等に関する業務（奈良県指定登録機関業務） 

3. 建築士業務環境改善 

4．建築基準法等関連法令への対応 

 

５．建築関係団体との連携・協力 

その他事業 

1．建築関連情報誌「士会奈良」の発行 

2．コンペ「建築甲子園」の実施協力 

3．近畿学生住宅大賞の実施 

4．建築情報サイトの管理運営 

 1）日本建築士会連合会等からの最新情報の配信サービス提供 

5．発注者への支援事業の推進 

6．建築行政への協力  

1）「違反建築防止週間」「建築物防災週間」「まちづくり月間」事業 

2）奈良県被災建築物・宅地応急危険度判定事業 

3）奈良県住宅・建築物耐震化促進協議会 

4）なら安全安心住まい・まちづくり協議会 

5）奈良の木利用推進協議会 

6）なら健康・省エネ住宅を推進する県民会議 

 7）第 77回（令和 9年春）全国植樹祭奈良県実行員会 

7．３団体（なら建築住宅センター、奈良県建築士事務所協会、当会）による協調事業 


